
　桜文鳥の　桜文鳥のもこもこ（９歳）と（９歳）とくーくー
（８歳）。１歳違いの母子で結構（８歳）。１歳違いの母子で結構
な老鳥さんです。ペンギンのような老鳥さんです。ペンギンのよう
なカラーリングがチャームポインなカラーリングがチャームポイン
ト。２羽とも臆病で、鳥カゴからト。２羽とも臆病で、鳥カゴから
出すと家具の隙間に隠れてしまっ出すと家具の隙間に隠れてしまっ
てさあ大変！　梶原　広川さん方てさあ大変！　梶原　広川さん方

露
店
売
り
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
わ
れ
に
似
て
ふ
る
さ
と
市
に
耳

露
店
売
り
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
わ
れ
に
似
て
ふ
る
さ
と
市
に
耳

澄
ま
す
な
り

澄
ま
す
な
り 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

　

ど
こ
と
な
く
懐
か
し
く
温
も
り
の
あ
る
作
品
。

　

ど
こ
と
な
く
懐
か
し
く
温
も
り
の
あ
る
作
品
。

秋
の
夜
に
銀
杏
い
り
の
飛
竜
頭
を
ゆ
っ
く
り
と
炊
く
薄
味
に
し
て

秋
の
夜
に
銀
杏
い
り
の
飛
竜
頭
を
ゆ
っ
く
り
と
炊
く
薄
味
に
し
て

 

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

　

如
何
に
も
秋
ら
し
い
歌
で
、
表
現
も
的
確
で
あ
る
。

　

如
何
に
も
秋
ら
し
い
歌
で
、
表
現
も
的
確
で
あ
る
。

芯
の
減
り
方
遅
く
な
り
た
る
鉛
筆
が
歌
へ
の
精
進
足
ら
ぬ
と
つ
ぶ

芯
の
減
り
方
遅
く
な
り
た
る
鉛
筆
が
歌
へ
の
精
進
足
ら
ぬ
と
つ
ぶ

や
く
や
く 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

軽
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
擬
人
法
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

軽
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
擬
人
法
が
効
果
的
で
あ
る
。

浴
び
る
ほ
ど
金
木
犀
の
香
り
来
る
昨
年
よ
り
も
一
日
遅
く

浴
び
る
ほ
ど
金
木
犀
の
香
り
来
る
昨
年
よ
り
も
一
日
遅
く

 

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

炊
き
た
て
の
新
米
ほ
か
ほ
か
香
り
よ
し
一
つ
ま
み
を
ば
お
供
え
致

炊
き
た
て
の
新
米
ほ
か
ほ
か
香
り
よ
し
一
つ
ま
み
を
ば
お
供
え
致

す 

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

福
も
と
め
衣
は
だ
け
し
布
袋
様
の
御
腹
な
で
む
と
浄
智
寺
詣
づ

福
も
と
め
衣
は
だ
け
し
布
袋
様
の
御
腹
な
で
む
と
浄
智
寺
詣
づ

 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

夜
七
時
母
と
交
え
し
定
期
便
に
ふ
と
聞
こ
え
来
る
あ
た
た
か
き
声

夜
七
時
母
と
交
え
し
定
期
便
に
ふ
と
聞
こ
え
来
る
あ
た
た
か
き
声

 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

落
日
の
黒
き
峰
々
呑
み
込
み
て
相
模
の
海
は
朱
に
染
ま
り
ゆ
く

落
日
の
黒
き
峰
々
呑
み
込
み
て
相
模
の
海
は
朱
に
染
ま
り
ゆ
く

 

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逆
転
の
勝
利
為
し
遂
げ
晴
れ
や
か
に
握
手
を
交
は
す
リ
レ
ー
の
選

逆
転
の
勝
利
為
し
遂
げ
晴
れ
や
か
に
握
手
を
交
は
す
リ
レ
ー
の
選

手 
 

 
 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

死
人
花
と
夫
が
嫌
え
ば
わ
れ
ひ
と
り
彼
岸
花
の
盛
り
見
に
ゆ
く

死
人
花
と
夫
が
嫌
え
ば
わ
れ
ひ
と
り
彼
岸
花
の
盛
り
見
に
ゆ
く

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

蓼
沼
先
生
が
残
し
た
レ
シ
ピ
で
作
り
込
む
男
の
料
理
味
い
か
が
か

蓼
沼
先
生
が
残
し
た
レ
シ
ピ
で
作
り
込
む
男
の
料
理
味
い
か
が
か

な 

由
比
ガ
浜　

多
賀　
　

毅

由
比
ガ
浜　

多
賀　
　

毅

父
母
の
墓
参
や
瀬
戸
の
海
涼
し

父
母
の
墓
参
や
瀬
戸
の
海
涼
し 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

　

両
親
の
墓
参
に
瀬
戸
内
へ
。
瀬
戸
の
海
風
が
心
あ
ら
た
ま
る
。

　

両
親
の
墓
参
に
瀬
戸
内
へ
。
瀬
戸
の
海
風
が
心
あ
ら
た
ま
る
。

児
の
丈
に
腰
折
り
受
く
る
赤
い
羽
根

児
の
丈
に
腰
折
り
受
く
る
赤
い
羽
根 

腰
越　

近
藤　

源
司

腰
越　

近
藤　

源
司

　

園
児
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
ほ
え
ま
し
く
も
暖
か
い
一
句
。

　

園
児
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
ほ
え
ま
し
く
も
暖
か
い
一
句
。

ま
ろ
ま
ろ
と
大
き
満
月
枯
野
原

ま
ろ
ま
ろ
と
大
き
満
月
枯
野
原 

笹
目　

出
蔵
か
お
る

笹
目　

出
蔵
か
お
る

　

枯
野
原
と
大
き
な
ま
ん
ま
る
お
月
様
。
童
謡
の
世
界
。

　

枯
野
原
と
大
き
な
ま
ん
ま
る
お
月
様
。
童
謡
の
世
界
。

海
原
を
漂
う
小
舟
か
三
日
の
月

海
原
を
漂
う
小
舟
か
三
日
の
月 

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

　

三
日
月
が
高
々
と
海
の
上
に
見
え
小
舟
が
漂
っ
て
い
る
。

　

三
日
月
が
高
々
と
海
の
上
に
見
え
小
舟
が
漂
っ
て
い
る
。

栗
ご
は
ん
剝
く
の
も
炊
く
の
も
夫
の
役

栗
ご
は
ん
剝
く
の
も
炊
く
の
も
夫
の
役 

材
木
座　

有
野　

冬
花

材
木
座　

有
野　

冬
花

　

楽
し
い
句
。
夫
は
い
そ
い
そ
と
働
き
妻
は
栗
ご
は
ん
を
待
つ
。

　

楽
し
い
句
。
夫
は
い
そ
い
そ
と
働
き
妻
は
栗
ご
は
ん
を
待
つ
。

一
週
間
金
木
犀
と
共
に
生
き

一
週
間
金
木
犀
と
共
に
生
き 

扇
が
谷　

鈴
木　

久
子

扇
が
谷　

鈴
木　

久
子

木
犀
の
香
を
ま
と
ひ
つ
つ
雨
戸
閉
す

木
犀
の
香
を
ま
と
ひ
つ
つ
雨
戸
閉
す 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

ひ
と
り
に
は
い
さ
さ
か
大
き
秋
刀
魚
焼
く

ひ
と
り
に
は
い
さ
さ
か
大
き
秋
刀
魚
焼
く 

大
町　

堂
谷　

妙
子

大
町　

堂
谷　

妙
子

下
戸
ひ
と
り
招
き
て
月
を
ま
つ
り
け
り

下
戸
ひ
と
り
招
き
て
月
を
ま
つ
り
け
り 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

秋
光
や
ゼ
リ
ー
を
潜
る
銀
の
匙

秋
光
や
ゼ
リ
ー
を
潜
る
銀
の
匙 

鵠
沼　

一
色
千
穗
子

鵠
沼　

一
色
千
穗
子

母
逝
き
て
溢
る
る
ほ
ど
の
萩
に
満
つ

母
逝
き
て
溢
る
る
ほ
ど
の
萩
に
満
つ 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

秋
灯
下
鈍
き
光
の
裁
ち
鋏

秋
灯
下
鈍
き
光
の
裁
ち
鋏 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

ど
ん
ぐ
り
を
目
に
す
れ
ば
み
な
拾
ひ
た
き

ど
ん
ぐ
り
を
目
に
す
れ
ば
み
な
拾
ひ
た
き 

玉
縄　

篠
田　

祥
子

玉
縄　

篠
田　

祥
子

産
土
の
神
よ
り
届
く
新
酒
か
な

産
土
の
神
よ
り
届
く
新
酒
か
な 

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

風
鈴
の
舌
な
め
ら
か
に
風
立
ち
ぬ

風
鈴
の
舌
な
め
ら
か
に
風
立
ち
ぬ 

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

眉
を
描
く
鏡
の
中
を
秋
の
風

眉
を
描
く
鏡
の
中
を
秋
の
風 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

天
高
く
大
船
観
音
浮
き
て
立
つ

天
高
く
大
船
観
音
浮
き
て
立
つ 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

時
超
え
て
朱
塗
り
の
瓶
子
秋
灯

時
超
え
て
朱
塗
り
の
瓶
子
秋
灯 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

●
あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
の
カ
レ
ン

あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
て
差
し
上
げ
ま
す

ダ
ー
を
作
っ
て
差
し
上
げ
ま
す

百
字
以
内
、
写
真
付
で
ご
投
稿

百
字
以
内
、
写
真
付
で
ご
投
稿

を
。
掲
載
後
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を

を
。
掲
載
後
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を

贈
呈
！
ど
ん
な
生
き
物
も
可
。

贈
呈
！
ど
ん
な
生
き
物
も
可
。

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、
１
面

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、
１
面

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

●
小
倉
遊
亀
・
平
山
郁
夫
ほ
か

小
倉
遊
亀
・
平
山
郁
夫
ほ
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）☎24☎24
40814081

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

1111
月
３
〜
７
日

月
３
〜
７
日
島
谷
満
孝

島
谷
満
孝

作
陶
展

作
陶
展
、
９
〜

、
９
〜
1313
日
山
崎
善
明

山
崎
善
明

陶
展
陶
展
、
1919
〜
2323
日
第
1313
回
や
ぶ

回
や
ぶ

小
路
工
房
展
（
写
真
）

小
路
工
房
展
（
写
真
）

  ☎  ☎
  22  22
37693769

●
秋
の
新
入
会
員
募
集
中
！

秋
の
新
入
会
員
募
集
中
！

楽
し
く
し
っ
か
り
身
に
つ
く
！

楽
し
く
し
っ
か
り
身
に
つ
く
！

を
モ
ッ
ト
ー
に

を
モ
ッ
ト
ー
に
2525
周
年
。
専
用

周
年
。
専
用

教
室
で
本
格
的
に
学
習
。
花
の

教
室
で
本
格
的
に
学
習
。
花
の

あ
る
生
活
、
始
め
ま
せ
ん
か
？

あ
る
生
活
、
始
め
ま
せ
ん
か
？

湘
南
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

湘
南
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
ス
ク
ー
ル
☎
０

ト
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
ス
ク
ー
ル
☎
０

４
６
６
・

４
６
６
・
2828
・
２
７
３
１

・
２
７
３
１

▼
特
別
展
「
忍
性
菩
薩

特
別
展
「
忍
性
菩
薩

―
関
東
興
律
七
五
〇
年
」

―
関
東
興
律
七
五
〇
年
」

　

1212
月
1818
日
ま
で
県
立
金
沢

日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
東
国
に
真
言
律
宗
を

文
庫
。
東
国
に
真
言
律
宗
を

広
め
た
忍
性
の
生
誕
８
百
年

広
め
た
忍
性
の
生
誕
８
百
年

を
記
念
し
、
極
楽
寺
・
称
名

を
記
念
し
、
極
楽
寺
・
称
名

寺
の
文
化
財
を
中
心
に
紹

寺
の
文
化
財
を
中
心
に
紹

介
。
７
百
円
。
☎
０
４
５
・

介
。
７
百
円
。
☎
０
４
５
・

７
０
１
・
９
０
６
９

７
０
１
・
９
０
６
９

▼
開
館
１
周
年
記
念
展

開
館
１
周
年
記
念
展

「
長
谷
寺
縁
起
の
世
界
」

「
長
谷
寺
縁
起
の
世
界
」

　

1212
月
1818
日
ま
で
長
谷
寺
の

日
ま
で
長
谷
寺
の

観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
開
館

観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
開
館

１
周
年
を
記
念
し
て
、
大
和

１
周
年
を
記
念
し
て
、
大
和

長
谷
寺
の
縁
起
資
料
を
あ
わ

長
谷
寺
の
縁
起
資
料
を
あ
わ

せ
鎌
倉
長
谷
寺
の
開
創
伝
承

せ
鎌
倉
長
谷
寺
の
開
創
伝
承

に
関
わ
る
資
料
な
ど
紹
介
。

に
関
わ
る
資
料
な
ど
紹
介
。

「
長
谷
寺
縁
起
文
」
（
市
指

「
長
谷
寺
縁
起
文
」
（
市
指

定
文
化
財
）
、「
長
谷
寺
縁
起

定
文
化
財
）
、「
長
谷
寺
縁
起

絵
巻
」（
県
指
定
文
化
財
）
な

絵
巻
」（
県
指
定
文
化
財
）
な

ど
。
☎

ど
。
☎
2222
・
６
１
０
０

・
６
１
０
０

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展

企
画
展
「
世
界
の
ク
ロ

「
世
界
の
ク
ロ

サ
ワ
と
ミ
フ
ネ
」
１
月

サ
ワ
と
ミ
フ
ネ
」
１
月
1515
日

ま
で
。
３
百
円
。

ま
で
。
３
百
円
。

　

▽

　

▽
映
画
映
画
1111
月
１
〜
３
日

月
１
〜
３
日

「
雨
あ
が
る
」

「
雨
あ
が
る
」
、
４
〜
６
日

、
４
〜
６
日

「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」

「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」
、
1515

〜
1717
日
「
ど
ん
底
」

「
ど
ん
底
」
、
1818
〜

2020
日「
用
心
棒
」

「
用
心
棒
」、
2929
〜
1212
月

１
日
１
日
「
天
国
と
地
獄
」

「
天
国
と
地
獄
」千
円
。

千
円
。

　

▽

　

▽
ト
ー
ク

ト
ー
ク
３
日
３
日
1515
時
、
映

時
、
映

画
監
督
の
小
泉
堯
史
さ
ん
。

画
監
督
の
小
泉
堯
史
さ
ん
。

千
円
。
☎

千
円
。
☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
特
別
展
「
清
方
の
美

特
別
展
「
清
方
の
美 

季
節
の
装
い
」

季
節
の
装
い
」

　

1111
月
2727
日
ま
で
鏑
木
清
方

日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
江
戸
か
ら
明

記
念
美
術
館
。
江
戸
か
ら
明

治
の
市
井
の
人
々
の
生
活

治
の
市
井
の
人
々
の
生
活

を
、
四
季
の
移
ろ
い
と
と
も

を
、
四
季
の
移
ろ
い
と
と
も

に
描
い
た
名
作
を
紹
介
。
初

に
描
い
た
名
作
を
紹
介
。
初

公
開
の
「
落
葉
焚
く
」
（
昭

公
開
の
「
落
葉
焚
く
」
（
昭

和
4040
年
頃
）な
ど
。
３
百
円
。

年
頃
）な
ど
。
３
百
円
。

☎
2323
・
６
４
０
５

・
６
４
０
５

▼
葉
山
町
所
蔵
美
術
展

葉
山
町
所
蔵
美
術
展

　

1111
月
2727
日
ま
で
葉
山
町
立

日
ま
で
葉
山
町
立

図
書
館
。
中
村
岳
陵
・
山
口

図
書
館
。
中
村
岳
陵
・
山
口

蓬
春
な
ど
町
ゆ
か
り
の
画
家

蓬
春
な
ど
町
ゆ
か
り
の
画
家

の
絵
画
を
展
示
。
葉
山
町
生

の
絵
画
を
展
示
。
葉
山
町
生

涯
学
習
課
☎
０
４
６
・
８
７

涯
学
習
課
☎
０
４
６
・
８
７

６
・
１
１
１
１

６
・
１
１
１
１

▼
月
岡
榮
貴
生
誕
１
０

月
岡
榮
貴
生
誕
１
０

０
周
年
記
念
展
示

０
周
年
記
念
展
示

　

1111
月
2727
日
ま
で
葉
山
町
一

日
ま
で
葉
山
町
一

色
の
し
お
さ
い
博
物
館
。
町

色
の
し
お
さ
い
博
物
館
。
町

所
有
の
月
岡
榮
貴
作
品
全

所
有
の
月
岡
榮
貴
作
品
全
1414

点
を
公
開
。
３
日
ギ
ャ
ラ
リ

点
を
公
開
。
３
日
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
も
。
葉
山
町
生
涯

ー
ト
ー
ク
も
。
葉
山
町
生
涯

学
習
課
☎
０
４
６
・
８
７
６

学
習
課
☎
０
４
６
・
８
７
６

・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
能
を
知
る
会

能
を
知
る
会

　

1111
月
６
日
鎌
倉
能
舞
台
。

月
６
日
鎌
倉
能
舞
台
。

1010
時
、
能「

時
、
能「
菊き

く
き
く

慈じ

童ど
う
ど
う

」他
。
」他
。
1414

時
、
能「

時
、
能「
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
じ
ょ
う々」他

。
各
５
千

」他
。
各
５
千

５
百
円
。

５
百
円
。1515
日
1414
時
、横
浜
能

時
、横
浜
能

楽
堂
。
能「

楽
堂
。
能「
葛

か
づ
ら

か
づ
ら

城き

」他
。
５
千

」他
。
５
千

５
百
円
〜
。☎

５
百
円
〜
。☎
2222
・
５
５
５
７

・
５
５
５
７

▼
鎌
倉
の
建
築
士
・
仕
事
展

鎌
倉
の
建
築
士
・
仕
事
展

　

1111
月
1111
〜
1313
日
鎌
倉
生
涯

日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
の
建

学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
の
建

築
士
の
仕
事
を
パ
ネ
ル
・
模

築
士
の
仕
事
を
パ
ネ
ル
・
模

型
な
ど
で
紹
介
。
建
築
耐
震

型
な
ど
で
紹
介
。
建
築
耐
震

相
談
も
。
無
料
。
神
奈
川
県

相
談
も
。
無
料
。
神
奈
川
県

建
築
士
事
務
所
協
会
鎌
倉
支

建
築
士
事
務
所
協
会
鎌
倉
支

部
☎
部
☎
2525
・
２
５
８
４

・
２
５
８
４

▼
吟
舞
の
祭
典

吟
舞
の
祭
典

　

1111
月
1919
日
1111
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
吟

術
館
。
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
吟

詠
剣
詩
舞
会
神
奈
川
支
部
と

詠
剣
詩
舞
会
神
奈
川
支
部
と

関
東
の
専
属
吟
士
ら
の
漢
詩

関
東
の
専
属
吟
士
ら
の
漢
詩

吟
詠
・
詩
舞
・
剣
舞
な
ど
。

吟
詠
・
詩
舞
・
剣
舞
な
ど
。

２
千
５
百
円
。
加
藤
方
☎
０

２
千
５
百
円
。
加
藤
方
☎
０

４
６
・
８
７
５
・
３
７
２
３

４
６
・
８
７
５
・
３
７
２
３

▼
鎌
倉
同
人
会

鎌
倉
同
人
会 

秋
の
映
画
会

秋
の
映
画
会

　

1111
月
2222
日
鎌
倉
芸
術
館
。

日
鎌
倉
芸
術
館
。

渥
美
清
さ
ん
没
後

渥
美
清
さ
ん
没
後
2020
年
記
年
記

念
。
念
。
1111
時
「
男
は
つ
ら
い
よ

時
「
男
は
つ
ら
い
よ 

寅
次
郎
あ
じ
さ
い
の
恋
」
上

寅
次
郎
あ
じ
さ
い
の
恋
」
上

映
、
映
、
1313
時
半
山
田
洋
次
監
督

時
半
山
田
洋
次
監
督

ト
ー
ク
、

ト
ー
ク
、
1414
時
2525
分
「
母
と

分
「
母
と

暮
せ
ば
」
上
映
。
千
８
百

暮
せ
ば
」
上
映
。
千
８
百

円
、
前
売
千
５
百
円
。
鎌
倉

円
、
前
売
千
５
百
円
。
鎌
倉

同
人
会
・
小
泉
方
☎
０
９
０

同
人
会
・
小
泉
方
☎
０
９
０

・
３
０
０
７
・
９
０
２
５

・
３
０
０
７
・
９
０
２
５

▼
上
映
会
「
ア
ク
ト
・

上
映
会
「
ア
ク
ト
・

オ
ブ
・
キ
リ
ン
グ
」

オ
ブ
・
キ
リ
ン
グ
」

　

1111
月
2626
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ベ
ル
リ

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ベ
ル
リ

ン
映
画
祭
で
２
部
門
を
制
覇

ン
映
画
祭
で
２
部
門
を
制
覇

し
た
、
人
間
の
倫
理
観
を
揺

し
た
、
人
間
の
倫
理
観
を
揺

さ
ぶ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

さ
ぶ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
。
千
円
、
前
売
８
百
円
。

ー
。
千
円
、
前
売
８
百
円
。

鎌
倉
・
映
画
を
観
る
会
・
飯

鎌
倉
・
映
画
を
観
る
会
・
飯

島
方
☎

島
方
☎
2525
・
３
３
０
５

・
３
３
０
５

　

1111
月
2323
〜
2727
日
鎌
倉
市
由

日
鎌
倉
市
由

比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫
工
芸
館
。

比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫
工
芸
館
。

　

プ
ロ
・

　

プ
ロ
・

ア
マ
問
わ

ア
マ
問
わ

ず
、
販
売

ず
、
販
売

を
目
的
と

を
目
的
と

す
る
製
品

す
る
製
品

で
あ
る
こ

で
あ
る
こ

と
を
条
件
に
全
国
の
鎌
倉
彫

と
を
条
件
に
全
国
の
鎌
倉
彫

愛
好
者
か
ら
作
品
を
公
募

愛
好
者
か
ら
作
品
を
公
募

し
、
一
般
部
門
と
課
題
部
門

し
、
一
般
部
門
と
課
題
部
門

（「
鎌
倉
彫
を
飾
る
」
）
の

（「
鎌
倉
彫
を
飾
る
」
）
の

入
賞
作
品

入
賞
作
品
1010
点
を
含
む
全
作

点
を
含
む
全
作

品
を
展
示
。
無
料
。

品
を
展
示
。
無
料
。

　

伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

　

伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
☎
合
☎
2323
・
０
１
５
４

・
０
１
５
４

▼
ト
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ

ト
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス

ロ
デ
ュ
ー
ス 

舞
台
「
挽
歌
」

舞
台
「
挽
歌
」

　

1212
月
1313
日
1818
時
、
湘
南
台

時
、
湘
南
台

文
化
セ
ン
タ
ー
。
古
川
健
原

文
化
セ
ン
タ
ー
。
古
川
健
原

作
、
日
澤
雄
介
演
出
、
安
田

作
、
日
澤
雄
介
演
出
、
安
田

成
美
ら
出
演
で
、
東
日
本
大

成
美
ら
出
演
で
、
東
日
本
大

震
災
復
興
に
向
け
て
力
強
く

震
災
復
興
に
向
け
て
力
強
く

歩
き
出
す
人
々
の
物
語
。
３

歩
き
出
す
人
々
の
物
語
。
３

千
５
百
円
。
藤
沢
市
み
ら
い

千
５
百
円
。
藤
沢
市
み
ら
い

創
造
財
団
☎
０
４
６
６
・

創
造
財
団
☎
０
４
６
６
・
2828

・
１
１
３
５

・
１
１
３
５

▼
湘
南
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

湘
南
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

愛
好
会
例
会

愛
好
会
例
会

　

1111
月
６
日

月
６
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
室
内
オ
ケ
に
よ

ラ
ホ
ー
ル
。
室
内
オ
ケ
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
な
ど
で
、
モ
ー
ツ
ァ

協
奏
曲
な
ど
で
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

ル
ト
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
第
５
番
〈
ト
ル
コ
風
〉
イ

曲
第
５
番
〈
ト
ル
コ
風
〉
イ

長
調
Ｋ
２
１
９
」
他
。
３
千

長
調
Ｋ
２
１
９
」
他
。
３
千

５
百
円
。
☎
０
４
６
・
８
７

５
百
円
。
☎
０
４
６
・
８
７

２
・
１
９
６
３

２
・
１
９
６
３

▼
歌
の
つ
ば
さ
に
願
い

歌
の
つ
ば
さ
に
願
い

を
の
せ
て

を
の
せ
て

　

1111
月
2020
日
1414
時
、
逗
子
福

時
、
逗
子
福

音
教
会
。
ソ
プ
ラ
ノ
村
田
望

音
教
会
。
ソ
プ
ラ
ノ
村
田
望

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
中
澤
美
紀
さ

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
中
澤
美
紀
さ

ん
で
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
「
ア
ヴ

ん
で
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
「
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
」
な
ど
。
２
千

ェ
・
マ
リ
ア
」
な
ど
。
２
千

円
。
ハ
イ
チ
の
会
セ
ス
ラ
☎

円
。
ハ
イ
チ
の
会
セ
ス
ラ
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
２
８
２
７

０
４
５
・
６
２
２
・
２
８
２
７

▼
第
6262
回
鎌
倉
市
小
・
中
・

回
鎌
倉
市
小
・
中
・

高
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

高
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

1111
月
2323
日
1010
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
音

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
音

楽
ク
ラ
ブ
主
催
の
小
中
高
校

楽
ク
ラ
ブ
主
催
の
小
中
高
校

生
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

生
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

ロ
・
ピ
ア
ノ
・
声
楽
の
コ
ン

ロ
・
ピ
ア
ノ
・
声
楽
の
コ
ン

ク
ー
ル
本
選
の
鑑
賞
。
無

ク
ー
ル
本
選
の
鑑
賞
。
無

料
。
同
ク
ラ
ブ
☎
０
８
０
・

料
。
同
ク
ラ
ブ
☎
０
８
０
・

５
８
７
１
・
１
２
１
２

５
８
７
１
・
１
２
１
２

▼
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
Vol.Vol.
　

1818

　

1111
月
2727
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
フ
ラ
メ
ン

術
館
。
フ
ラ
メ
ン

コ
を
メ
イ
ン
に
、

コ
を
メ
イ
ン
に
、

箏
、
ラ
イ
ア
ー
、

箏
、
ラ
イ
ア
ー
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

演
奏
。
２
千
円

演
奏
。
２
千
円

（
飲
物
付
）。
Ａ
Ｍ

（
飲
物
付
）。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
鎌
倉
ク
ラ
ブ

Ｄ
Ａ
鎌
倉
ク
ラ
ブ

☎
０
９
０
・
４
６

☎
０
９
０
・
４
６

１
９
・
８
７
０
１

１
９
・
８
７
０
１

▼
子
ど
も
の
た

子
ど
も
の
た

め
の
ウ
ィ
ン
タ

め
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

1212
月
1111
日
1414

時
、
鎌
倉
生
涯
学

時
、
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。
鎌

習
セ
ン
タ
ー
。
鎌

倉
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス

倉
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス

の
演
奏
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン

の
演
奏
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン

グ
、ア
ニ
メ
主
題
歌
な
ど
。無

グ
、ア
ニ
メ
主
題
歌
な
ど
。無

料
。
申
込
み
は

料
。
申
込
み
は
1111
月
1111
日
ま
日
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４

８
―
０
０
１
２
御
成
町

８
―
０
０
１
２
御
成
町
1212
―

1818
鎌
倉
水
道
営
業
所
庁
舎
２

鎌
倉
水
道
営
業
所
庁
舎
２

階
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
教
育

階
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
へ
。☎

総
務
課
へ
。☎
6161
・
３
７
４
０

・
３
７
４
０

▼
逗
子
の
別
荘
邸
園
を
散
策

逗
子
の
別
荘
邸
園
を
散
策

し
、
逗
子
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
を
偲
ぶ

し
、
逗
子
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
を
偲
ぶ

　

1111
月
６
日

月
６
日
1414
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

役
所
。
旧
脇
村
義
太
郎
邸
と

役
所
。
旧
脇
村
義
太
郎
邸
と

旧
徳
川
家
達
別
邸
を
見
学

旧
徳
川
家
達
別
邸
を
見
学

し
、
逗
子
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
を

し
、
逗
子
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
を

偲
ぶ
。
講
師
は
松
尾
弌
之
上

偲
ぶ
。
講
師
は
松
尾
弌
之
上

智
大
学
名
誉
教
授
ら
。
千

智
大
学
名
誉
教
授
ら
。
千

円
。
要
申
込
。
逗
子
文
化
の

円
。
要
申
込
。
逗
子
文
化
の

会
☎
０
８
０
・
５
０
９
６
・

会
☎
０
８
０
・
５
０
９
６
・

１
３
８
５

１
３
８
５

▼
人
権
啓
発
講
演
会

人
権
啓
発
講
演
会

　

1111
月
９
日

月
９
日
1313
時
半
、
茅
ヶ

時
半
、
茅
ヶ

崎
市
民
文
化
会
館
。
映
像
上

崎
市
民
文
化
会
館
。
映
像
上

映
、落
語
の
高
座
。無
料
。藤

映
、落
語
の
高
座
。無
料
。藤

沢
市
人
権
男
女
共
同
参
画
課

沢
市
人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2525
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
講
演
会
「
津
波
研
究
最
前

講
演
会
「
津
波
研
究
最
前

線
―
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
」

線
―
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
」

　

1111
月
1111
日
1919
時
、
藤
沢
市

時
、
藤
沢
市

民
会
館
。
東
北
大
学
災
害
科

民
会
館
。
東
北
大
学
災
害
科

学
国
際
研
究
所
・
今
村
文
彦

学
国
際
研
究
所
・
今
村
文
彦

教
授
の
津
波
の
研
究
成
果
と

教
授
の
津
波
の
研
究
成
果
と

防
災
の
話
。
３
百
円
。
Ｓ
Ｌ

防
災
の
話
。
３
百
円
。
Ｓ
Ｌ

湘
南
ネ
ッ
ト
・
葉
木
方
☎
０

湘
南
ネ
ッ
ト
・
葉
木
方
☎
０

４
６
６
・

４
６
６
・
3636
・
４
１
７
７

・
４
１
７
７

▼
中
村
天
風
心
身
統
一

中
村
天
風
心
身
統
一

法
鎌
倉
講
習
会

法
鎌
倉
講
習
会

　

1111
月
1212
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
金
子
隆
さ
ん
の

工
会
議
所
。
金
子
隆
さ
ん
の

「
観
念
要
素
の
更
改
法
」
。

「
観
念
要
素
の
更
改
法
」
。

千
円
。
天
風
会
鎌
倉
賛
助
会

千
円
。
天
風
会
鎌
倉
賛
助
会

☎
4444
・
４
４
６
１

・
４
４
６
１

▼
講
演
会
「
源
頼
朝
公

講
演
会
「
源
頼
朝
公

に
つ
い
て
」

に
つ
い
て
」

　

1111
月
1313
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
昨
年
設

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
昨
年
設

立
し
た
「
源
頼
朝
会
」
が
主

立
し
た
「
源
頼
朝
会
」
が
主

催
。
講
師
は
随
筆
家
の
大
貫

催
。
講
師
は
随
筆
家
の
大
貫

昭
彦
さ
ん
。
５
百
円
。
同
会

昭
彦
さ
ん
。
５
百
円
。
同
会

・
高
橋
方
☎

・
高
橋
方
☎
2424
・
８
０
０
０

・
８
０
０
０

▼
講
演
会「
僻
地
医
療
を
通
じ
て

講
演
会「
僻
地
医
療
を
通
じ
て

生
き
る
と
い
う
意
味
を
考
え
る
」

生
き
る
と
い
う
意
味
を
考
え
る
」

　

1111
月
1414
日
1818
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
３
階
集
会
室
。
ミ
ャ

芸
術
館
３
階
集
会
室
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
自
立
型
援
助
の
提

ン
マ
ー
で
自
立
型
援
助
の
提

供
を
目
指
し
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

供
を
目
指
し
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
菜
園
の
会
」
を
設
立
し
た

と
菜
園
の
会
」
を
設
立
し
た

名
知
仁
子
医
師
が
現
地
状
況

名
知
仁
子
医
師
が
現
地
状
況

を
報
告
。
千
円
、
懇
親
会
２

を
報
告
。
千
円
、
懇
親
会
２

千
円
。
要
申
込
。
神
奈
川
県

千
円
。
要
申
込
。
神
奈
川
県

倫
理
法
人
会
☎
０
４
５
・
３

倫
理
法
人
会
☎
０
４
５
・
３

１
５
・
２
４
３
３

１
５
・
２
４
３
３

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共
に
め
ざ
そ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共
に
め
ざ
そ

う
！
落
書
き
ゼ
ロ
の
街
づ
く
り
」

う
！
落
書
き
ゼ
ロ
の
街
づ
く
り
」

　

1111
月
1515
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
キ
ー

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
キ
ー

プ
鎌
倉
ク
リ
ー
ン
推
進
会
議

プ
鎌
倉
ク
リ
ー
ン
推
進
会
議

・
高
田
晶
子
代
表
の
講
演
、鎌

・
高
田
晶
子
代
表
の
講
演
、鎌

倉
・
藤
沢
・
逗
子
・
平
塚
市
の

倉
・
藤
沢
・
逗
子
・
平
塚
市
の

事
例
報
告
な
ど
。無
料
。市
環

事
例
報
告
な
ど
。無
料
。市
環

境
保
全
課
☎

境
保
全
課
☎
6161
・
３
４
５
３

・
３
４
５
３

▼
講
演
会
「
外
交
官
の

講
演
会
「
外
交
官
の

世
界
巡
覧
記
」

世
界
巡
覧
記
」

　

1111
月
1919
日
1414
時
、
大
仏
殿

時
、
大
仏
殿

高
徳
院
。
講
師
は
駐
日
ポ
ル

高
徳
院
。
講
師
は
駐
日
ポ
ル

ト
ガ
ル
大
使
、
フ
ラ
ン
シ
ス

ト
ガ
ル
大
使
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
・
エ
ス

コ
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
・
エ
ス

テ
ヴ
ェ
ス
さ
ん
。
２
千
円
。

テ
ヴ
ェ
ス
さ
ん
。
２
千
円
。

要
申
込
。
星
槎
塾
「
は
な
し

要
申
込
。
星
槎
塾
「
は
な
し

の
玉
手
箱
」☎

の
玉
手
箱
」☎
2424
・
７
２
２
３

・
７
２
２
３

▼
鎌
倉
女
子
大
公
開
講
座
「
暮

鎌
倉
女
子
大
公
開
講
座
「
暮

ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
」

ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
」

　

会
場
は
鎌
倉
女
子
大
学
大

　

会
場
は
鎌
倉
女
子
大
学
大

船
キ
ャ
ン
パ
ス
。
鎌
倉
市
教

船
キ
ャ
ン
パ
ス
。
鎌
倉
市
教

育
委
員
会
と
共
催
で
、
講
師

育
委
員
会
と
共
催
で
、
講
師

は
同
大
学
教
授
ら
。
①

は
同
大
学
教
授
ら
。
①
1111
月

1919
日
1313
時
半
「
安
全
に
お
い

時
半
「
安
全
に
お
い

し
く
楽
し
く
た
べ
る
た
め
の

し
く
楽
し
く
た
べ
る
た
め
の

知
恵
袋
」
、
②

知
恵
袋
」
、
②
2020
日
1010
時
半
時
半

「
安
心
・
安
全
な
住
ま
い
と

「
安
心
・
安
全
な
住
ま
い
と

は
」
、
③

は
」
、
③
2020
日
1313
時
半
「
私

時
半
「
私

た
ち
の
生
活
と
保
険
」
。
無

た
ち
の
生
活
と
保
険
」
。
無

料
。同
大
学
☎

料
。同
大
学
☎
4444
・
２
２
８
７

・
２
２
８
７

▼
市
政
を
知
る
会

市
政
を
知
る
会

　

1111
月
2121
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
「
鎌
倉

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
「
鎌
倉

市
に
お
け
る
待
機
児
童
の
実

市
に
お
け
る
待
機
児
童
の
実

態
」
を
テ
ー
マ
に
、
鎌
倉
市

態
」
を
テ
ー
マ
に
、
鎌
倉
市

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が

主
催
。
選
挙
管
理
委
員
会
☎

主
催
。
選
挙
管
理
委
員
会
☎

6161
・
３
８
７
４

・
３
８
７
４

全
国
公
募
の
作
品
紹
介

全
国
公
募
の
作
品
紹
介

第第
4444
回
鎌
倉
彫
創
作
展

回
鎌
倉
彫
創
作
展

第60回鎌倉市民文化祭　11月第60回鎌倉市民文化祭　11月
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